
健康教育講演会 感想 

今回の講演会を聞いて、愛と恋について学びました。そ

して副題にあるように、無駄な工夫をするのではなく、あ

りのままの自分を見せていくことが一番いいのだという

ことを学びました。話自体は話し始めたらすごく難しいの

だと思うけど、近藤先生がゆっくりそして簡単に説明して

くれたため、すごく分かりやすかったです。今回学んだ事

もこれからの人生で活かしていきたいです。（1 組 男子） 

 

恋と愛の心理学を聞いて、恋におぼれるとまわりが見え

なくなってしまう人がほとんどだったので、あぶないと思

い、僕は気を付けようと思いました。ＡＩが人類を超える

と言われていたけど、人間の持つ共感しようという能力がないので、超えることはできな

いらしいので安心した。この講演会を聞いて、恋と愛のちがいに気付けて良かったです。

（1 組 男子） 

 

恋と愛は似ているようで違うものなのだと分かりました。「周りに褒めてもらいたい」

という気持ちを持ち、頑張る『すごい自分』もいれば、何も飾らずそのままの『ありのま

まの自分』もいます。普段、自分そのものについて考えたり、学んだりする機会はなかな

かないので、良い経験になりました。私も、家族や友人などと共に、楽しんだり、うれし

がったり、悲しんだり悩んだり、共有体験を大切にしたいです。（1 組 女子） 

 

僕は恋っていうものは、なんだか青春みたいで、とてもいいものだと思っていました。

でもそれを愛にしないと、相手のこととか見えなくなるようなものだと分かりました。で

も、自分自身の心を安定させるには、一緒に共有体験のできるパートナーも必要だと分か

ったので、しっかり恋と愛の区別をつけて、生きていきたいと思いました。（１組 男子） 

 

今回のこの講演会は、とてもおもしろかったです。恋と愛は、そういう捉え方もあった

のかと思いました。心理学とかは恐いなとも思いました。心理学で、もしその人のことが

分かってしまったらすごいです。人は自信があるだけじゃいけないし、ありのままの自分

だけをもっていてもだめという、とても大変だと思いました。自分は、自信をつけるため

に努力をしないといけないなと思いました。歌も聞けて楽しかったし、ダジャレもおもし

ろかったから、あんなようなおもしろいおじちゃんになりたいと思いました。  

（2 組 男子） 

人への愛は、一緒に何かを見たり聞いたりしたいという気持ちなるそうなので、それが

生後６カ月でできる人間は、愛情のある心あたたかい生き物なんだと思いました。共有体

験を積み重ねることで、どんどん友情や絆が深まって行くんだと思いました。「すごい自

分」と「ありのままの自分」は共有体験で大きくなる自分なんだと知りました。どちらも

大切だけど、仲間と一緒に喜びや悲しみを共有して、「ありのままの自分」をより大切に

成長させていきたいです。周りの人だけでなく、自分を大切に思う気持ちをしっかり持ち

たいです。（2 組 女子） 

県内私立高校の出願状況について 

新聞紙上で私立高校の志願状況が発表されました。中にはかなりの高倍率の高校も見ら

れましたが、心配しなくても大丈夫です。土曜日には私立入試が実施されます。風邪やイ

ンフルエンザが流行している学校もありますので、体調管理には十分に気をつけて、当日

は精一杯実力が発揮できるよう、期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２（火）～１５（金）の予定 

  日日進進月月歩歩  NNoo..5544  
明石市立錦城中学校 

第３学年 学年通信 

2019.2.7 (木) 

日 曜 １ ２ ３ ４ ５ ６ 備考 

12 火 １ 数 体 社 国 英 学活  

２ 英 体 理 数 国 学活 

く 数 体 自 社 国 学活 

13 水 道 技 美 英 社 理  

道 美 社 理 国 音 

道 技 美 英 社 理 

14 木 数 英 理 体 社 英 公立推薦・特色

選抜入試激励会 

公立一般願書提出 

社 理 英 体 理 数 

自 社 理 体 理 数 

15 金 社 英 数 国 体 総 公立推薦・特色

選抜入試 英 数 社 理 体 総 

国 英 数 自 体 総 

・私立高校の倍率は、専願・併願の両方を含む数字である。（専願のみの高校を除く） 

     → 併願者は、公立高校に合格すると私立には行けない。 

     ⇒ 私立高校は、その数を見こして多めに合格を出す。 

・「専願のみの私立高校」は、倍率そのままの状況である。 

・今後出される「公立高校の倍率」は、『専願者のみの倍率』なので、倍率そのままであ

る。 

・倍率１を切っている場合(0.70 等)でも、当日のテストのでき具合・態度等で不合格に 

 なった例は過去にある。 

 


